
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュールは次のページをご覧ください →   

 

 

 
 

 

   視聴覚資料（ＣＤ,ＤＶＤ,ビデオ,カセット）が、中央図書館以外の市内読書施設でも取り 

扱えるようになりました。 

    ① 返却ができます！ 

    ② 予約した視聴覚資料が受け取れます！  

＜取り扱い施設＞ 

・各公民館、各コミュニティセンター図書室 

・鶴舞公民館 

・千種コミュニティセンター、戸田コミュニティセンターの図書サービスコーナー 

 

 

 

 

 

 

   延滞資料がある場合、以下のようなサービスの制限を受けることがあります。 

   ① 図書館資料の貸出・予約・延長制限 

    ② リクエスト資料の申込制限 

また、資料の予約を取り消すことがあります。 
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http://www.library.ichihara.chiba.jp 

図書館ⅰらんど ２０１４
情報の宝島★図書館へようこそ 

１０月１８日（土）～１１月１６日（日） 

あえたらいいね、君の一冊。 
 

 

取り扱いは、上記取り扱い施設が開いている時間に限ります。 

破損等の恐れがあるため、返却ポストのご利用は、ご遠慮ください。 

 

みんなが使う資料です。返却期限を守って、大切に使ってください。 
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ご来館中の皆さまにご協力いただき、得票数上位 2 作品を

“図書館 i らんど 201４”期間内に上映するとした「見たい 

映画」投票を、7 月 25 日～8 月 22 日に実施しました。 

その結果は、右表のとおりです。 

上映日の皆様のご参加を、心よりお待ちしております。 

 （上映スケジュールは、上記カレンダー参照） 

  ※投票人数：２１０人（※選択１作品のみの票あり） 

候

補 
作品名 得票数 

1 書道ガールズ！！ ３０票 

2 ウォーキングwithダイナソー ７５票 

3 ﾊﾟｰｼｰｼﾞｬｸｿﾝとｵﾘﾝﾎﾟｽの神々 ６１票 

4 ４２ 世界を変えた男 ９２票 

5 トキワ荘の青春 ９５票 

6 最高の人生の見つけ方 ４０票 

  

 

 



悠久の歌とロマン     『 房総の万葉 』   池田 重 編著  新典社 

『万葉集豆知識』 万葉集には、約４５００首の歌があります。 

万葉集の多くの歌が、宮廷に関わる人々の和歌ですが、東国の農民による歌も収載されて 

います。万葉集巻１４の東歌のうち、その和歌が作られた土地、すなわち国の名が明記さ 

れているものは、９０首あります。そこで、代表的な１首をご紹介します。 

夏麻引く 海上潟の 沖つ渚に 船はとどめむ さ夜更けにけり（巻１４・三三四八）  

                        上一首 上総国歌 

<歌意> ああ夜がもう更けてしまったなあ。今夜はこの（夏麻引く）海上潟の沖の州に船を 

    とめて停泊しよう。 

「海上潟」は、『和名抄』には、上総の国・下総の国の両国に海上郡があり、「上つ海上」は昔の上総の国に属し（現

在の市原市）、「下つ海上」は昔の下総の国に属していた（現在の銚子市西方に「海上郡」がある。）そのどちらである

か確かではないが、万葉集の本文の注に「右一首、上総国歌」とあるのを正しいとすれば市原市あたりとする方がよ

いだろう。はるか昔、市原市の先人たちがこのような歌を詠み、万葉集に収載されるとは、なんと感慨深いことでし

ょうか。しかしながら、当時、九州を守るために集められた、東国出身の防人の不安な気持ちや故郷を離れる悲しみ

はいかばかりかと、また、思わずにはいられません。 

 

                           

 

 

 

  たまの寝言 秋の巻 

  ～『更級日記』の生いいでたるところ～ 

  

 知らざりし山路の月をひとり見て  

 よになき身とや思ひ出づらん 

 

この和歌は、今年の春に京都市内で公表された古筆切に詠まれていたものです。国文学者の

研究により、幻といわれてきた『夜の寝覚』のクライマックス部分の写本（南北朝時代）断簡

であることがわかりました。 

『夜の寝覚』は、『源氏物語』の続編とされる平安女流長編文学です。作者は、『更級日記』

を書いた菅原孝標女です。 

彼女は、十歳の時に国司となった父親に連れられて、上総国府（今の市原）にやって来まし

た。そして約三年、市原の地で文学に目覚めます。しかし、本屋さんや図書館などのない時代

のことですから、一日も早く全巻を読んでみたいと切望する内に、帰京の時を迎えます。京で

はさまざまな文学に触れ、『源氏物語』を暗唱するほどに愛読して、ついには続編『夜の寝覚』

を執筆するまでになるのです。断簡にみえる「らうたげなる」（かわいらしくて労わりたい）な

どの表現は、『源氏物語』にもよく使われる平安文学らしい雅な表現ですし、月を題材とした和

歌は、『更級日記』の中にもたくさんあって、晩年に甥の訪問を得て詠んだ「月も出でで闇にく

れたる姥捨になにとて今宵たづね来つらむ」などは、文頭の一首とともに、作者らしい寂しさ

が伺える作品となっています。 

それにしても、作者が市原に暮らした頃から夢見た『源氏物語』の続編を彼女が書いていた

なんて、すてきではありませんか。 

彼女は、市原を「生ひ出でたる」所として紹介し、本文の中でも、いくども思いを馳せてい

ます。作者にとって市原は、「自我の目覚」の地（心のふるさと）だったのですね。市原市立中

央図書館は、更級コイコイ（5 丁目 1 番地５１）にあって、みなさんのご利用を心よりお待ち

しています。  （たま） 

 



文学賞情報 

６月発表 第６０回 江戸川乱歩賞     『闇に香る嘘』 下村 敦史 

     第１５回 読売吉野作造賞    『統合の終焉 ＥＵの実像と論理』 遠藤 乾 

     第６２回 日本ｴｯｾｲｽﾄｸﾗﾌﾞ賞   『天才と異才の日本科学史― 

開国からノーベル賞まで、１５０年の軌跡』 後藤 秀機 

                      『辞書になった男―ケンボー先生と山田先生』 佐々木 健一   

７月発表  第 151 回 芥川賞(上半期)    『春の庭』 柴崎 友香 

      第 151 回 直木賞(上半期)    『破門』 黒川 博行 

      第２１回 小学館ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ大賞  大賞該当なし 

                      優秀賞 『産めない先進国―世界の不妊治療現場を行く』 宮下 洋一 

                          『ゆめいらんかねーやしきたかじん伝』 角岡 伸彦 

      第１２回 開高健ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ賞   『ジャスミンの残り香―「アラブの春」が変えたもの』  田原 牧 

８月発表  第３６回 講談社絵本新人賞   『ほしじいたけ ほしばあたけ』  石川 基子 

      第 ９回 中央公論文芸賞    『櫛挽道守』  木内 昇 

      第５５回 講談社児童文学新人賞  新人賞該当なし 

   佳作 『赤ふんどしのゲロウ』  よしみや ほう太 

      『それぞれの名前』    春間 美幸 

９月発表  第５０回 谷崎潤一郎賞     『東京自叙伝』  奥泉 光 

第４６回 新潮新人賞      『指の骨』    高橋 弘希 

      第６３回 小学館児童出版文化賞 『光のうつしえ 廣島 ヒロシマ 広島』 朽木 祥 

                      『ぼくのふとんはうみでできている』 ミロコマチコ 

 

主要文学賞カレンダー（このあと、どんな作品が受賞するのでしょうか。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪中央図書館利用案内≫      ★休館日             ★貸出冊数・貸出期間 

★開館時間  午前９時３０分～午後５時    毎週月曜日             図書・雑誌 10冊まで 

※水・金曜日は一般開架室のみ午後７時まで   毎月平日最終日(月末図書整理日)   視聴覚資料２点までいずれも２週間 

ただし、祝日の場合は除く            特別整理期間(蔵書点検等)     ★初めてカードを作るには 

※児童室・視聴覚カウンターは全日５時まで    年末年始(12月 29日～１月３日)   住所氏名の確認できるもの(運転免許証等) 

をお持ちください。 

10 月 

菊池寛賞 

泉鏡花文学賞 

日経小説大賞 

文學会新人賞 

11 月 

柴田錬三郎賞 

野間文芸賞 

毎日出版文化賞 

坊ちゃん文学賞 

12 月 

日本ＳＦ大賞 

日本ＳＦ新人賞 

大佛次郎賞 

歴史文学賞 

１月 

芥川賞(下半期) 

直木賞(下半期) 

坪田譲治文学賞 

 

２月 

中原中也賞 

横溝正史ﾐｽﾃﾘ大賞 

読売文学賞 

 

３月 

日本絵本賞(大賞) 

吉川英治文学賞 

寺山修治短歌賞 

  


